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ランから分離されたりゾクトニア属菌2種の完全世代

(ThαnatephorωorchidicolaおよびTulasnelladeliquescens)の観察

植竹ゆかり 1)・生越 明・早川志帆2)

(北海道大学農学部植物寄生病学講座)

Observation of teleomoポlSof rhizoctonias (Thanatephorus orchidicola and 

Tulasnella deliquescens) isolated from orchids 

Yukari UETAKEl)， Akira OGOSHI and Shiho HAYAKAWA2) 

(Laboratory of Plant Pathology， Faculty of Agriculture， Hokkaido University， Kita-ku， Sapporo 060-8589， Japan 

摘 要

Rhizoctonia属菌の完全世代，Tulasnella deliques-

cens (Ju巴I)Juel (不完全世代名Rhizoctoniarepens 

(=Epulorhiza repens) Bemard，菌糸融合群R.r.l)

およびThanatephorusorchidicola Warcup & Talbot 

(菌糸融合群T.o.l)が，日本において初めて観察

された。これまでこれらの菌株は，菌叢の形態や菌

糸融合法によって同定されてきたが，今回の観察に

より，菌糸融合群R.r.lおよび、T.o.lに属する菌株の

完全世代の推定が可能になった。観察された完全世

代の諸形質を記載した。

序論

ランの菌根菌は内生菌根を形成する。その多くは

担子菌であり，なかでも Rhizoctonia属菌がよく知

られている12)0 Rhizoctonia属菌の完全世代には，

Tulasnella属 Ceratobasidium属 Thanatephorus

属の 3属があることが知られており，近年Moore9)

はそれぞれに対応する不完全世代として，

Epulorhiza属，Ceratorhiza属，およびMoniliopsis属

を提唱した。これらの3属はいずれもランから分離

されている 16.17，18)。しかし，日本産のランから分離

され，かつ完全世代が観察された菌は
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Ceratobasidium con時 erum(Bourdot) RogerslO)のみ

である。これはノピネチドリ (Gymnadeniacamtsc-

hatica (Cham，) Miyabe et Kudo f. camtschatica)，ツ

レサギソウ (Platantheratipuloides Lindl.)， トキソ

ウ (Pogoniajaponica Rchb王)から分離された菌株

で，菌糸融合群は未報告であった。

Rhizoctonia属菌の同定方法として，菌糸融合に

よる類別があり，特に植物病原菌のRhizoctonia属

菌についてよく研究され1)多くの菌糸融合群

(AG)が報告されている。菌糸融合群は種あるい

は種内群の同定に使用されており，遺伝学的に区別

できることからもその妥当性が確認されている7)。

そのためわれわれは菌糸融合試験によって，もしあ

る菌株が，完全世代の明らかにされている菌糸融合

群に属するならば，その菌株の完全世代を決定する

ことができると考えた。

Rhizoctonia repens (= Epulorhiza repens)の菌糸融

合群には少なくとも 2つの群(R.r.lおよびR.r.2)

が存在することが知られている14)。本研究ではこの

うちR.r.l群に属する菌株が完全世代を形成した。

さらに Thanatephorusorchidicolaの標準菌株である

ATCC 24275と菌糸融合した，Rhizoctonia属菌の 1

菌株で完全世代を観察したのでここに記載する。

材料および方法

供試菌株は，日本でランから分離され，北海道大

学植物寄生病学講座に保存されていたものである。

これらの菌株は Harleyらの方法5)を改変した方法

で分離した。すなわち，水道水でくりかえし振とう
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図 1~ 4 . Tulasnella deliquescens，菌糸融合群R.r.lの菌株Pla-3が形成した子実体。未熟拐
子器(図1， 2)および成熟担子器(図3，4)0 B=担子器， Arrow heads=小柄。担
子胞子(Arrows)は細長く，波状である。 Scal巴bar=20μ皿。

Fig. 1-4. Tulasnella deliquescens， Pla同3(anastomosis group R.r.1). Young (Fig. 1 and 2) and 
mature (Fig 3 and 4) basidia (B). B=basidium， Arrow heads=Sterigma. Basidiospores 

(arrows) were narrow and sinuous; Scale bar=20μm 

図5. 6. Thanatephorus orchidicola，菌糸融合群T.o.lの菌株R-catが形成した子実体。

B=控子器 (basidia)，矢印=担子胞子。 m子胞子は淡賞褐色。Scal巴b紅 =20μ 回o
Fig. 5， 6. Thanαtephorus orchidicola， R-cat (anastomosis group T.o.l). B = basidium; 

Arrow=Basidiospore; Basidiospores were fawn colored; Scale bar=20μm. 
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洗浄したランの根をさらに Tween80を加えた水道

水中で再振とう洗浄し，その後水道水で数回振とう

を繰り返した。洗浄した根は殺菌ろ紙の上において

水を吸い取り， 5 -10凹に切断，さらに縦に切り切

断面を下にして酸性素寒天培地上に置いた。 25"Cの

暗所で培養し，伸長する菌糸を単菌糸分離した。こ

のうち，菌株Pla-3(分離源ツレサギソウ)は菌糸融

合反応によりR.r.l14)群に同定され，菌株R-cat(分

離源 Cattleyasp. )は T.o.l6)と同定された。なお菌糸

融合の標準菌株には R.repens OR-810 (ATCC 

76152)およびT.orchidicola Warcup & Talbot(ATCC 
24275)を用いた。完全世代の形成は生越の記載した

土壌法11)(soil metbod) に従った。培地は， PYDA 

(potato extract-yeast extract-dextrose agar)あるいは

PPDA(potato extract-p巴ptone-dextroseagar )を用いた。

a 

b ょ人一フ

c 

図 7. Tulasnella deliquescens. 

ジャガイモ200gに蒸留水lLを加え， 90"Cで30分間

抽出したろ液に水を加えて全量 lLとした。これに

ブドウ糖および寒天をそれぞれ2%，酵母エキス

(Difco社製)またはペプトンを0.5%量加え， 120 

℃で20分間殺菌した。菌をペトリ皿の寒天培地上で

室温または25"Cで培養した(前培養とする)。菌叢

が培地表面全体に拡がった時点で，その上に厚さ約

1 cmの土壌(赤玉土)をのせ，水を加えて飽和状態

とし，室内の散光下に静置した(後培養とする)。

培養期間中水を補給して常に飽和状態を保った。

結果および考察

菌株Pla-3が土壌表面に形成した子実体の形態は

以下のとおりである(後培養12日目，図 1~ 4)。

担子器は球状，有柄であった。担子器は直径10.1-

7a，b.未熟担子器， Arrow heads =小柄。 Scalebar= 10μm。
7c.担子胞子，矢印=反復発芽。 Scalebar= 10μm。
7d.成熟担子器，知rowheads=小柄，矢印=担子胞子。 Scaleb紅 =20μm。
Fig.7. Tulasnella deliquescens. 

7a， b. Young basidium， Arrow heads= Sterigma; Scale bar= 10μm. 

7c. Basidiospores， Arrow= Repetitive spore; ScaJe bar= 10μm. 
7d. Mature basidium， Arrow heads = Sterigma， Arrow = Basidiospore; Scale bar = 20μm. 
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13.9μm，平均11.7μm，柄部の長さは (0一)3. 7 

7.6(-11.3)μmで、あった。小柄ははじめ球状で，

直径8.8-11.3(一12.6)μm，のち先端が伸長し，長

さは6.3-29 (-44.1)μm，基部直径は2.5-5.0 

(-6. 3)μm，それぞ、れの平均値は10.0，18.3およ

び4.0μmであった。担子胞子は細長く，直線的なも

のからややカーブしたもの，あるいは波状であった

(図 3，4， 7 c)。大きさは(16.4一)20.2-37.8 

(-44.1) x 2.5-5.0μm，平均値29.0x 3.7μmで

あった。担子胞子の反復発芽 (repetition) も観察さ

れた。菌糸幅は2.5-3.8μm，平均は3.0μmであっ

たO これらの形態的特徴から，本菌は Tulasnellade-

liquescens (JueI) Juelと同定した。 E.repensの完全

世代は Tulasnellacalospora (Bordier) Juelとされて

いfこカ{16)，Robertsl3)により ，Tulasnella deliquescens 

の記載違いであることが指摘されている (Tulasnel-

la calospora auct. Non (Boudier) JueI)。

菌株R-catの子実体は，後培養29日後に観察され

た(図 5，6)。子実体の形態は以下のとおりであ

る。担子柄は，短根棒状または倒卵型であった。そ

の大きさは 13.0-23.4 (-27.3) x (7.8一)9.1 

-11. 7 (一13.0)μmであり，平均値は19.0x 10.1μ 

mであった。小柄の長さは6.5-10. 4 -13. 0μ田で、

あった。担子胞子の大きさは (5.2一)6.5-10.4μm

で，平均値8.3μmであった。菌糸幅は7.8-11.7μm 

で，平均値は9.6μmであった。菌糸および子実体は

着色し， i炎黄褐色であった。これら形態的特徴から，

本菌は T.orchidicola Warcup & Ta1botI5)と同定した。

本実験において，菌糸融合群が明らかな E

repensの完全世代が観察された。本菌は形態的な特

徴から同定されることが多かったが2，3，4，8，19) 菌糸

融合群と完全世代の関係が確認されたことにより，

今後は菌糸融合群R.r.1の菌株と菌糸融合すればそ

の完全世代は T.deliquescensであると見なすことが

できる。本研究では未実験ではあるがE.repensの

もう一つの菌糸融合群である R.r.2の菌株による子

実体形成を観察することも必要と考えられた。

b T. orchidicolaの菌糸融合群T.o.1の菌株も子実体

図8 Thanatephorus orchidicola 

O O 
00 

d 

8a.成熟担子器，矢印=担子胞子oScale bar = 10μ皿0
8b. 未熟担子器。 Scalebar= 20μm。
8c. 成熟担子器。 Scalebar = 20μffio 
8d. 担子胞子。 Scalebar = 10μm。
Fig. 8. Thanatephorus orchidicola 
8a. Mature basidium， Arrow= Basidiospore; 
Scale bar= 10μm 
8b. Young basidium; Scale bar=20μm. 
8c. Mature basidium; Scale bar=20μm. 
8d. Basidiospores. Scale bar= 10μm 

が観察された。

Rhizoctonia属菌とランの共生関係および菌種の

地理的な分布を併せて明らかにしていくためには，

完全世代の観察と菌糸融合法を組み合せた同定方法

が重要で、あると考えられた。そのためには，完全世

代と菌糸融合群の対応を明らかにしていく必要があ

り，ランから分離された Rhizoctonia属菌の完全世

代の観察をより多くの菌株を用いて行なう必要があ

る。
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Summary 

Perfect states of genus Rhizoctonia， Tulasnella de-

liquescens (Juel) Juel (anamorphic name Rhizoctonia repens 

(=Epulorhiza repens) Bernard， anastomosis group R.r.l)叩d

Thanatephorus orchidicola W紅cup& Talbot (anastomosis 

group T .0.1) were observed in J apan for the first time. So 

far these species have been identified using morphological 

characteristics 如 d anastomosis technique. The present 

study makes it possible to presume names for the perfect 

states of both anastomosis group R.r.l and T.o.l. The char-

acteristics of these perfect states are described 


